
福祉のために

虞嶋節司　　　　　金100，000円

禾生ゴルフ愛好会　代表　鈴木隆夫

金15，000円

11月は、内閣府、国、県、市民会

議が提唱する「青少年健全育成推進強

調月間」です。

市民委員会の研究の成果として作成

された家庭・地域の教育力について考え

る「家庭教育講座」が次の要領で放映さ

れます。視聴した後、家族の話し合いや

地域や協働のまちづくり推進会の地域教

育会議などの協議・研究を推進するため

に参考にしていただきたいと思います。

◆「家庭のはたらき」について考えよう

放映日11月10日、24日の各月曜日

◆「しつけ」について考えよう

放映日11月11日、25日の各火曜日

◆「心の教育」について考えよう

放映日11月12日、26日の各水曜日

◆「親のあり方」について考えよう

放映日11月17日、12月1日の各月曜日

◆「読書と遊び」について考えよう

放映目11月18日、12月2日の各火曜日

◆「地域の教育力」について考えよう

放映日11月19日、12月3日の各水曜日

放映時間　午前8時30分・午後7時30分

資　格18歳以上27歳未満の男子

受付期間　年間を通じて行っています。

試験日11月18日（火）、12月16日（火）

試験場所　北富士駐屯地

採用日　平成21年3月下旬～4月上旬

自衛隊説明会実施中

開催日　毎月第1、第3火曜日

時　間　午前10時～正午、午後1時～3時

場　所　都留ハローワーク2階会議室

※詳細は、自衛隊山梨地方協力本部

大月事務所へ問い合わせください。

間合先　大月地域事務所　℡（22）1298

消防に対する正しい理解と認識を深め、防火防災意識

の高揚、地域ぐるみの防災体制の確立を目的として、11

月9日を「119番の日」としています。

消火活動や救急・救助活動は、1分1秒の時間との勝負

です。もし慌てて、場所などを正しく伝えられなければ、

消防車両などの現場への到着が遅れてしまい、被害が拡大し大惨事となる

ことや助かるはずの命が助からなくなる場合もあります。

災害は、いつ、どこで起こるかわかりません。いざという時に備え、竃

話機のそばに自宅の場所の説明の仕方や電話番号などの必要事項を書いた

メモを貼っておくなど、普段から落ち着いて正確な通報ができるよう心掛

けてください。119番通報で大切なことをまとめると、次の5点です。

○火災・救急の別

「火事です」または「救急です」とはっきり言うこと。

○場所

住所は正しく、詳しく言うこと。

目印となる建物や公園なども伝えること。

○火災・事故などの状況

火災・事故・傷病者などの状況を正確にわかりやすく言うこと。

○通報者の氏名・連絡先

「私の名前は〇〇〇〇です。電話番号は、△△△一口□口です」と通報

者を明らかにすること。

○携帯電話などによる通報の場合

通報後しばらくの間は、電源を切らずにその場にいること。

（再度照会する場合もあります）

携帯電話からも、一般電話と同様に局番なしの119番で消防署につなが

ります。ただし、市の境界付近など電波の状態によっては大月市消防本

部や富士五湖消防本部へつながることがありますのでご注意ください。そ

の際は今いる場所（住所）を伝えると都留市消防署に転送されます。
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住宅防火　いのちを守る　7つのポイント（3つの習慣・4つの対策）

3つの習慣

○寝たばこは、絶対やめる

○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する

○ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す

4つの対策

○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する

○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎製品を使用する

○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する

○お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる

11月11日は「住宅防火の日」です。

住宅防火意識の高揚と住宅火災の防止に努めましょう。

住宅火災から大切な生命を守るために住宅用火災警報器の設置が義務

付けられました。

新築住宅は、平成18年6月1日から義務化されました。

既存住宅は、平成23年6月1日から義務化されますが、できるだけ早い

時期に設置してください。
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